
１．（従来型）地震転倒防止装置

耐震型（固定式）の例

屋内用の自販機では、

ビルの床・壁は傷つけられない。

アンカー止め

天井への支え棒

粘着シート etc.

免震方式を採用する。

転がり支承 （すべり支承、積層ｺﾞﾑ支承）



２ 新装置の考案

全方向に対する転倒防止

ストッパー作動状態 ストッパー解除・すべり機
構作動状態

(a) 固定式と移動式の

組み合わせ構造

自動販売機

背面の
壁

地震動

θ1

自動販売機が移動しよう
とする方向

θ2ストッパー（摩擦材）

(b) 壁側への自動復原機能

を考案

自動販
売機自動販売機

微小な力で動くのを防ぐため 地震の後、壁に戻るように・・・



３．シミュレーションおよび開発

図1 FEMシミュレーション結果の出力画像の一例

床

壁

自販機背面
緩衝材 自販機

転倒防止装置

有限要素解析による検討

（LS-DYNA)
検討項目

（緩衝材の選定・寸法設計：済み）

１．免震開始傾斜角度

２．緩衝材取付け高さ

３．装置前部の突出し長さ

４．自販機の奥行き



４．耐震実験

自販機用地震転倒防止装置の性能評価実験
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従来品
(商品名)免震ベース

５．成果の普及

商品化に成功！
(商品名)免震ベース

①大阪府庁食堂前(写真左)・新別館 ②和歌山検察庁・県警 ③大津地方裁

判所 ④㈱ﾀﾞｲﾌｸ滋賀工場 ⑤住友電工ﾌﾟﾘﾝﾄｻｰｷｯﾄ㈱ ⑥ｲｵﾝﾓｰﾙ橿原ｱﾙﾙ など （合計

２１５セット 設置済み H21.9末現在 ）

実績

従来品自販機の左右に搭載

（特長） 小型化、耐震性向上、低コスト



自販機以外にも

家具、ロッカー、家電製品などへの

適用・応用が可能です。

お問合せお待ちしております。

大阪府立産業技術総合研究所 情報電子部 中嶋隆勝

（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ技術相談） http://tri-osaka.jp/tri24c.html


